
2021.8 月号9 8広報みはま

国民健康保険税の減免について
　次の要件に該当する被保険者は、申請により令和３年度国民健康保険税の全額または一部が減免となります。

後期高齢者医療保険料の減免について

新型コロナウイルス感染症の影響による
保険税(料)の減免について

　新型コロナウイルス感染症の影響により、一定程度収入が減少した世帯は、申請することに
より国民健康保険税や介護保険料、後期高齢者医療保険料の減免が受けることができます。

○対象者(①または②のいずれかに該当する方)
①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡、または
　重篤な傷病を負った世帯の方

②新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少
　が見込まれる世帯の方（※）

全額減免

一部の減額

※保険税が一部減額される具体的な要件
　世帯の主たる生計維持者が下記のすべてに該当すること
　(1)�事業収入や給与収入等、収入の種類ごとに見た収入のいずれかが、前年に比べて10分の3以上減少

する見込みであること
　(2)前年の所得の合計額が1,000万円以下であること
　(3)�収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得の合計額が400万円以下であること

介護保険料の減免について
　次の要件に該当する第1号被保険者(65歳以上)は、申請により令和３年度介護保険料の全額または一部が減免
となります。

○対象者(①または②のいずれかに該当する方)
①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡、または
　重篤な傷病を負った世帯の方

②新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少
　が見込まれる世帯の方（※）

※介護保険料が一部減額される具体的な要件
　世帯の主たる生計維持者が下記のすべてに該当すること
　(1)�事業収入や給与収入等、収入の種類ごとに見た収入のいずれかが、前年に比べて10分の3以上減少

する見込みであること
　(2)�収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得の合計額が400万円以下であること

全額減免

一部の減額

　次の要件に該当する被保険者は、申請により令和３年度後期高齢者医療保険料の全額または一部が減免となります。

○対象者(①または②のいずれかに該当する方)
①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡、または
　重篤な傷病を負った世帯の方

②新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の収入減少
　が見込まれる世帯の方（※）

※後期高齢者医療保険料が一部減額される具体的な要件
　世帯の主たる生計維持者が下記のすべてに該当する場合
　(1)�事業収入や給与収入等、収入の種類ごとに見た収入のいずれかが、前年に比べて10分の3以上減少

する見込みであること
　(2)前年の所得の合計額が1,000万円以下であること
　(3)�収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得の合計額が400万円以下であること

全額減免

一部の減額

国民健康保険　　　　　町税務課　　(担当・青池) 　　　☎32‐6702
介護保険　　　　　　　町健康福祉課(担当・伊藤) 　　　☎32‐6704
後期高齢者医療保険　　福井県後期高齢者医療広域連合　 ☎0776‐54‐6330

美浜町職員募集
令和4年4月1日以降

採用予定
事務▶3名・事務(情報)▶2名・事務(移住・定住)▶2名

土木技師▶2名・保健師▶1名・保育士▶若干名

美浜というまちを創る
みんなで 創り 絆ぎ 集う 美し美浜

必要なのは｢ひと｣です。

美浜町に住む方々と一緒にまちづくりをしませんか？

申込受付期間
令和3年

7/15(木)8:30 から
8/5(木)17:15 まで

1次試験日程

令和3年

9/19(木)8:45 から

1次試験方法
適性検査

(職場適応性検査・性格特性検査)

教養試験
(活字印刷文により出題)

＼詳細はこちら／

お問い合わせ先
町総務課　(担当・上野) 　☎32‐6700

お問い合わせ先

▶
▶

▶

▶

▶

▶

試験申込書を
町総務課へ持参または郵送

ふくe-ネット電子申請
サービスを利用

もしくは

申込方法

嶺南会場
福井県立若狭高等学校

東京会場
全国町村会館

1次試験会場

昭和62年4月2日以降
に生まれた方

年齢要件

※試験区分により受験資格が異なります。詳細は、町ホームページをご覧ください。
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美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

　

美
浜
3
号
機
は
、
5
月
20
日
か
ら
燃
料

装
荷
を
開
始
し
、
6
月
23
日
に
原
子
炉
を

起
動
、
29
日
に
送
電
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

7
月
4
日
に
は
、
定
格
熱
出
力
一
定
運
転

を
開
始
し
て
お
り
、
今
後
は
7
月
下
旬
に

原
子
力
規
制
庁
の
最
終
検
査(

総
合
負
荷

性
能
検
査)

を
受
け
、
検
査
合
格
後
に
本

格
運
転
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
23
年
5
月
の
定
期
検
査
開
始
以

降
、
実
に
10
年
ぶ
り
の
稼
働
で
あ
る
こ
と

や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
に

導
入
さ
れ
た｢

運
転
期
間
延
長
認
可
制
度

(

※)｣
に
基
づ
く
初
め
て
の
40
年
超
運
転

と
な
る
こ
と
か
ら
、
発
電
所
で
は
燃
料
装

荷
開
始
か
ら
最
終
検
査
ま
で
の
期
間
に
お

い
て
、
発
電
所
常
駐
要
員
を
増
強
し
て
対

応
す
る
と
と
も
に
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る

系
統
の
温
度
・
圧
力
を
上
げ
る
前
に
発
電

所
の
総
点
検
を
実
施
す
る
等
、
ト
ラ
ブ
ル

の
未
然
防
止
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
再
稼
働
に
か
か
る
作
業
内
容

を
常
時
確
認
し
、
重
要
な
作
業
段
階
に
お

い
て
は
、
県
と
と
も
に
現
場
確
認
に
立
ち

会
う
等
、
安
全
最
優
先
の
取
り
組
み
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

美
浜
発
電
所
3
号
機
が
10
年
ぶ
り
に
起
動
し
ま
し
た

再稼働進捗状況

常
駐
要
員
の
体
制
を
強
化

⑦
集
中
的
な
安
全
確
認

⑥総点検
①燃料装荷(5/20～5/23)

③臨界(6/24)

④並列(6/29)

⑤定格熱出力一定運転(7/4)

使用済燃料プールに保管中の燃料
集合体(157体)を原子炉容器内の
所定の位置に装荷

臨界に向けて制御棒の引き抜き作業
を開始

核分裂の連鎖反応が維持される状態

発電機と送電系統をつなぎ、送電
を開始

原子炉の熱出力を定格値で一定とな
るよう運転

原子力規制庁の最終検査(総合負荷
性能検査)合格後の営業運転

②原子炉起動(6/23)

本格運転(7月下旬)

※�

原
子
炉
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
40

年
と
し
、
そ
の
満
了
ま
で
に
原
子
力
規
制
委
員

会
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
１
回
に
限
り
最

大
20
年
延
長
す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
。

①燃料装荷(5月20日～5月23日)
　使用済燃料プール内に保管中の燃料集合体をク
レーン等を用いて原子炉に装荷する作業が開始され
ました。装荷作業は、使用前検査を含めて5月23日
に完了(157体の燃料集合体の装荷作業は22日に完
了)しています。

↑燃料装荷の様子

②原子炉起動(6月23日)
　運転員がタッチパネルを操作して、核分裂を抑え
る制御棒を炉心から段階的に引き抜き、原子炉を起
動しました。

↑中央制御室での原子炉起動操作の様子

③臨界(6月24日)
　核分裂に必要となる中性子の量を調整するため、
制御棒の引き抜き、冷却材中のボロン(ホウ素)濃度
希釈、制御棒の位置調整を行い、核分裂反応が連続
的に維持される状態(臨界)を迎えました。

④並列(6月29日)
　発電機で発生させた電気を商用電力系統(送電線)
に送り出すため、発電機と商用電力系統の電圧･周
波数･位相を合わせて接続する並列操作が行われ、
約10年ぶりの送電を開始しました。

⑤定格熱出力一定運転(7月4日)

【タービン動補助給水ポンプ試験時の
　　　　　　　　　　　運転上の制限逸脱事象】
　7月2日に、タービン動補助給水ポンプ(※1)によ
る蒸気発生器への注水試験を実施中、ポンプ入口
にあるストレーナ(金属製の網)の差圧が高いこと
が確認されたため、試験を一時中断し保安規定で定
める運転上の制限(※2)の逸脱を判断しました。
　ストレーナの開放点検を行った結果、鉄を成分と
するスラッジ(配管に含まれる鉄酸化物の微粒子)
の付着が確認されました。そのため、ストレーナや
ポンプ入口配管の清掃等を実施し、注水試験におい
て当該ポンプの運転継続に問題ないことが確認でき
たことから、7月3日に運転上の制限を満足する状態に復帰しました。
※1通常の給水系統が失われた場合、蒸気発生器に給水するためのポンプ (動力源として蒸気を利用 )
※ 2発電所を運用する上で必要な安全機能を確保するため、動作可能機器の台数や遵守すべき温度・圧力等の制限を定　
　　�めたもの

　並列開始以降、徐々に原子炉の出力を上昇させ、7月4日に原子炉熱出力を100％に保つ｢定格熱出力一定運転｣
を開始しました。

(5/21、5/31、6/9)

(6/22、6/25、7/5)

並列

並列
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⑥総点検
　発電所の停止期間中に実施した工事の影響や長期間の停止による影響を考慮し、通常運転の圧力･温度に到
達する前に、再稼働経験のある大飯発電所の社員やメーカー等とも協力の上、ポンプ起動時の振動確認や低
圧給水加熱器の漏えいの有無等の追加点検が実施されました。

↑燃料ピットポンプ点検の様子 ↑低圧給水加熱器点検の様子

1回目：5月21日
参加人数：103人

2回目：5月31日
参加人数：105人

3回目：6月9日
参加人数：114人≪実績≫

⑦集中的な安全確認
　トラブルを未然に防止するため、原子炉起動前と並列前後に、過去のトラブル等の知見を持つ関西電力の
元社員や協力会社等の協力の上、発電設備の安全確認が行われました。

↑循環水ポンプ点検の様子 ↑モニタタンクポンプ点検の様子↑余熱除去系統弁点検の様子

1回目：6月22日
参加人数：149人

2回目：6月25日
参加人数：146人

3回目：7月5日
参加人数：146人≪実績≫

　

6
月
11
日
に
、
戸
嶋
町
長
は
再
稼
働
が
進
め
ら
れ
て

い
る
美
浜
3
号
機
の
状
況
を
現
地
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

発
電
所
で
は
、
髙
畠
勇
人
美
浜
発
電
所
長
よ
り
再

稼
働
に
向
け
た
作
業
内
容
や
体
制
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
原
子
炉
建
屋
等
に
入
り
、
原
子
炉
格

納
容
器
内
や
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
式
に
更
新
さ
れ
た
中

央
制
御
室
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

美
浜
3
号
機
の
再
稼
働
に
当
た
っ
て
は
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
に
導
入
さ
れ
た｢

運
転
期
間

延
長
認
可
制
度｣

に
基
づ
く
初
め
て
の
40
年
超
運
転
と

な
る
こ
と
や
運
転
停
止
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
戸
嶋
町
長
か
ら
関
西
電
力
㈱
に
対
し

て
、
運
転
体
制
・
監
視
体
制
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

工
程
あ
り
き
で
な
く
安
全
最
優
先
で
の
取
り
組
み
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
本
格
運
転
に
至
る
ま
で
の
間
は

も
と
よ
り
、
通
常
運
転
移
行
後
も
し
っ
か
り
と
監
視
し

て
い
き
ま
す
。

戸
嶋
町
長
が美浜

発
電
所
3
号
機
を
確
認↑�内部火災対策について説明を

　受ける戸嶋町長 (右から2番目 )

第
２
０
８
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

　

6
月
18
日
に
、
第
２
０
８
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
町
役
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
発
電
所
の
周
辺

環
境
へ
の
影
響
等
に
関
す
る
福
井
県
原
子

力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の
報
告
内
容
を

説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
美
浜
発
電
所
3

号
機
の
再
稼
働
の
状
況
に
つ
い
て
、
関
西

電
力
㈱
に
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、
新

型
転
換
炉
原
型
炉
ふ
げ
ん
、
高
速
増
殖
原

型
炉
も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措
置
作
業
状
況
に

つ
い
て
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に

説
明
を
求
め
、
作
業
の
進
捗
状
況
等
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り

で
す
。

美
浜
発
電
所
3
号
機
の

再
稼
働
状
況
に
つ
い
て

(

関
西
電
力
㈱)

　
　

 　

今
回
抽
出
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
全
て
原
因
究
明
を
行
っ
た
。
調
査
の

結
果
、
報
告
さ
れ
た
事
項
に
深
刻
な
問
題

は
な
く
、
小
さ
な
ボ
ル
ト
や
養
生
テ
ー
プ

　
　

 　

美
浜
3
号
機
の
竜
巻
対
策
工
事

に
当
た
り
、
手
抜
き
工
事
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。
先
般

の
国
会
で
も
問
題
追
及
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
を
調
査

し
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
か
。

　
　

 　

一
部
報
道
や
県
議
会
等
で
質
問

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
、
当
社
と
し
て

も
請
負
会
社
に
改
め
て
事
実
関
係
の
確
認

を
行
い
、
当
該
工
事
箇
所
に
つ
い
て
、
別

会
社
に
よ
る
全
数
検
査
、
さ
ら
に
別
の
会

社
に
よ
る
抜
取
検
査
を
実
施
し
、
い
ず
れ

も
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　

 　

も
ん
じ
ゅ
の
解
体
後
の
跡
地
に
つ

い
て
、
今
後
、
研
究
用
施
設
と
し
て
活
用

す
る
等
の
計
画
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

 　

も
ん
じ
ゅ
で
使
用
し
た
ナ
ト
リ

ウ
ム
に
つ
い
て
、
複
数
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

引
き
取
り
に
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
使
用
目
的
は
何
か
。

ま
た
、放
射
能
は
問
題
と
な
ら
な
い
の
か
。

問
1

答
1

　
　

 　

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
を
図
る
た

め
、
原
子
炉
を
冷
却
す
る
系
統
の
温
度
・

圧
力
を
上
げ
る
前
に
3
回
に
分
け
て
総
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。
3
回
目
の
点
検
に
つ

い
て
は
、
1
、
2
回
目
の
点
検
と
重
複
す

る
箇
所
が
あ
る
が
、
抽
出
さ
れ
た
気
が
か

り
事
項
の
件
数
が
減
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

問
2

答
2

の
片
付
け
漏
れ
等
、
運
転
に
直
接
影
響
の

な
い
事
項
に
つ
い
て
も
細
か
く
洗
い
出
し

た
結
果
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。
得
ら
れ

た
知
見
に
つ
い
て
は
、
他
の
発
電
所
で
も

共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措
置

実
施
状
況
に
つ
い
て

(

原
子
力
機
構)

問
1

答
1

　
　

 　

も
ん
じ
ゅ
の
敷
地
の
中
に
、
中

性
子
ビ
ー
ム
を
利
用
し
た
試
験
用
研
究
炉

を
設
け
る
計
画
が
あ
り
、
京
都
大
学
の
研

究
用
原
子
炉
の
代
替
と
し
て
文
部
科
学
省

に
よ
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
廃
止

措
置
計
画
で
は
、
も
ん
じ
ゅ
を
解
体
撤
去

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
当
該
研
究
炉

と
連
携
し
て
施
設
を
利
用
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
2

答
2

　
　

 　

有
害
物
質
で
あ
る
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
の
無
害
化
処
理
や
衣
服
の
染
色

顔
料
と
し
て
の
利
用
途
等
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

　

一
般
の
用
途
と
し
て
利
用
す
る
上
で
放

射
能
の
問
題
が
あ
る
が
、
2
次
系
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
放
射
能
を
含
ん
で
い

な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
も
問
題

な
い
と
考
え
て
い
る
。
1
次
系
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
に
つ
い
て
は
放
射
能
を
含
ん
で
い
る

が
、
放
射
能
は
時
間
と
と
も
に
減
衰
し
て

い
く
た
め
、
基
準
以
下
に
な
れ
ば
利
用
で

き
る
国
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応

じ
た
用
途
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

↑�格納容器内を確認する戸嶋町長
　(右から2番目 )
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月
12
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
集

団
接
種
が
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
あ
と
ぴ
あ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
に
行
わ
れ
た
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
象
は
、
65
歳
以
上
の
方

で
、
事
前
に
予
約
を
し
た
１
８
０

人
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

接
種
者
は
、
会
場
で
予
診
票
の

確
認
や
受
け
付
け
で
の
チ
ェ
ッ

ク
、
予
診
を
済
ま
せ
た
後
、
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
接
種
後
は
15
分
か
ら

30
分
の
経
過
観
察
を
行
い
、
経
過

観
察
を
終
え
た
人
か
ら
次
回
の
接

種
日
通
知
を
受
け
取
っ
て
帰
宅
し

て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
会
場
の
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
た
ほ
か
、
接
種
者
の

6

新型コロナワクチン集団接種開始

↑予診票の確認を受ける接種者

菅浜の棚田が国の指定棚田地域に指定
福井県内で初めての指定 ■ お問い合わせ先

　町産業振興課(担当･渡辺純資)
　☎32‐6706

新型コロナウイルスの感染収束へ ■ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･武田)
　☎32‐6704

交
通
手
段
と
し
て
、
臨
時
の
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。

　

今
後
、65
歳
以
上
の
方
へ
の
接
種

を
7
月
末
に
お
お
む
ね
終
え
る
見

込
み
で
、並
行
し
て
接
種
の
対
象

年
齢
を
64
歳
か
ら
16
歳
の
方
へ
引

き
下
げ
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
15
歳
か
ら
12
歳
の
方
へ

の
接
種
開
始
及
び
9
月
の
新
規
予

約
受
付
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
ワ

ク
チ
ン
の
確
保
が
で
き
次
第
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

↑看護師からワクチン接種を受ける接種者

域
振
興
法
に
基
づ
く
国
の
指
定
棚

田
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
棚
田
地
域
と
は
、
都
道

府
県
の
申
請
に
基
づ
き
、
国
が

指
定
す
る
も
の
で
、
全
国
で
39

道
府
県
６
６
５
地
域
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
6
月
に
は
指
定
棚
田

地
域
振
興
活
動
計
画
が
認
定
さ

れ
、
国
か
ら
保
全
活
動
等
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

4

　

菅
浜
地
区
で
は
今
後
、
農
業
者

や
地
域
住
民
等
で
構
成
す
る
菅
浜

棚
田
協
議
会
を
は
じ
め
、
ハ
ー
ブ

や
レ
モ
ン
を
栽
培
す
る
等
の
集
落

づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る｢

菅

浜
わ
く
わ
く
協
働
体｣

と
連
携
し

な
が
ら
、
棚
田
等
の
保
全
や
多
面

的
機
能
の
維
持
、
棚
田
を
観
光
資

源
と
し
た
地
域
振
興
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

月
15
日
に
、
菅
浜
の
棚
田

が
県
内
で
初
め
て
棚
田
地

↑指定棚田地域に指定された菅浜の棚田 (上部から )

　地球温暖化により、豪雨災害や猛暑のリスクが高まったことが指
摘されており、私たちの生活にも直接関わりがある深刻な問題となっ
ています。主な原因である CO2排出量を減らすため、県ではさま
ざまな取り組みを実施しています。

エコチャレふくいについて

未来の地球のためにいまできる事、ストップ地球温暖化！

気軽にできる暑さ対策！
夏をのりきるためのかんたんエコチャレ実践！

毎月エコチャレを投稿してポイントを集めよう! 来年3月までの投稿ポイントに応じて下記景品をプレゼント!!

7/18（日） 8/15（日）
毎月、第3日曜日は“エコチャレ”の日!

“エコチャレ”で景品をGetしよう!

vol.Summer

2021.7.17sat 2021.9.30thu

その他
ポイント

10
ポイント

20
ポイント

2021.7.1~2022.3.30までの獲得ポイントに応じて

「エコチャレふくい」にご賛同いただいた企業・団体様より提供された商品を抽選でプレゼント!
詳細はエコチャレふくいのホームページで随時更新

企業・団体様 ご提供商品各 からの抽選で

各回の開催期間中に１０ポイント獲得されたかたにはもれなく商品券を進呈

1,000 JCBギフト各 円のもれなく

1回目：2021.7.1~2021.11.30 / 2回目：2021.12.1~2022.3.31

輸送距離が短い地産地消商品を選択し、輸送時に排出されるCO2を削減!

50,000 地産地消商品円相当の抽選で3名様に

2021.7.1~2022.3.30までの合計ポイントが20ポイント以上獲得された方

地産地消商品

毎週水曜日
Live News イット！

内で放送中

[参加方法]

参加店舗は でCheck!

Step1
QRコードから
ホームページに
アクセス

登録フォームから
会員登録

登録した
IDとパスワードで
ログイン

※ログインは初回のみでOK

QRスタンプGet!

Step2 Step3 Step4

冷房利用を1時間減らすと1日で26gのCO2削減

１gのCO2=500㎖ペットボトル１本分

QR

今年の夏は、家の冷房や電気の消費電力をおさえ、
涼しい場所に出かけて楽しく快適に過ごしましょう！！

夏の暑い日は、家の電気使用量の半分以上をエアコンが占めています。家庭では、複数のエアコン使用をやめなる
べく1部屋に集まる工夫をしたり、公園や図書館などの公共施設を利用することで涼をシェアする、など家庭での
消費電力を抑えることがクールシェアです。
現在、世界でも日本でも2050年までの脱炭素社会の実現に向けた取組みが進んでいます。私たち自身のくらしの
中での取組みも、CO2排出の削減につながります。

詳しくはエコチャレふくいのホームページをご覧ください。

9月30日までの獲得ポイントから3ポイント1口として抽選で景品をプレゼント

今夏のクールシェアは、体調管理を第一に、3密を避けながら公共施設や屋外施設、観光地などに設置してあるQR
コードを読み込んでポイントを集めよう！！たくさんの二酸化炭素排出量を抑えられる場所ではポイント2倍贈呈！
期間中に開催される福井テレビイベントではシークレットスポット設置！！

地球温暖化防止に向けた取り組み

　県では、地球温暖化対策への理解を深め、自発的な省エネの取り組みにつなげるため、温暖化ストップ県民運

動 ｢ゼロカーボンアクション ｣事業を実施しています。

エコにチャレンジ！

　｢エコチャレふくい ｣では、季節ごとにテーマを設定し、個人や企業・団体

の方の省エネ活動に関する投稿を受け付けています。皆さんが普段から取り組

んでいる省エネ活動を投稿してみませんか。

お問い合わせ先
町住民環境課　(担当・武田晋) 　☎32‐6703

2021.7.17sat 2021.9.30thu

[参加方法]

Step1
QRコードから

ホームページに

アクセス

登録フォームから

会員登録

登録した

IDとパスワードで

ログイン

スタンプGet!

Step2 Step3 Step4

[参加方法]

冷房利用を1時間減らすと26gのCO2削減

１gのCO2=500㎖ペットボトル１本分の体積

今年の夏は、家の冷房や照明などの消費電力をおさえ、

涼しい場所に出かけて楽しく快適に過ごしましょう！！

　夏の暑い日は、家庭で電気使用量の半分以上をエアコンが占めています。複数のエアコン使用をやめるため、なるべく1部屋

に集まる工夫をしたり、公園や図書館などの公共施設等を利用することで涼をシェアしたりするなど、家庭での消費電力を抑

えることがクールシェアです。

　現在、世界でも日本でも2050年までの脱炭素社会の実現に向けた取組みが進んでいます。私たち自身のくらしの中での取

組みも、CO2排出の削減につながります。

今夏のクールシェアは、体調管理を第一に、3密を避けながら公共施設や屋外施設、観光地などに設置してあるQRコードを読み込んでポイントを

集めよう！！たくさんの二酸化炭素排出量を抑えられる場所ではポイント2倍贈呈！期間中に開催される福井テレビイベントではシークレットスポ

ット設置！！

詳しくはエコチャレふくいのホームページをご覧ください。

9月30日までの獲得ポイントから3ポイント1口として抽選で景品をプレゼント

※ログインは初回のみでOK

QR

クールシェアふくい

　環境ふくい推進協議会では、地球温暖化防止に向けた取り組みとして、県と

共催で ｢クールシェアふくい ｣を実施します。

　家庭の冷房を消して、地域の涼しい場所 ( クールシェアスポット ) に出かけ

ることで、楽しみながら節電しましょう。

　クールシェアスポットでスタンプを集めると、抽選でプレゼントが当たります。

期　間　令和3年 7月 17日～ 9月 30日

エコチャレふくい 検 索詳しくは でCheck!

エコチャレの
投稿はこちら

【活動内容例】

●�クール＆ウォームシェアスポットに出かける。

●室内温度28℃を目安に冷房を使用する。

●�移動は、公共交通機関や自転車、徒歩で行う。

未来の地球のためにいまできる事、ストップ地球温暖化！

気軽にできる暑さ対策！
夏をのりきるためのかんたんエコチャレ実践！

毎月エコチャレを投稿してポイントを集めよう! 来年3月までの投稿ポイントに応じて下記景品をプレゼント!!

7/18（日） 8/15（日）
毎月、第3日曜日は“エコチャレ”の日!

“エコチャレ”で景品をGetしよう!
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Step2 Step3 Step4

冷房利用を1時間減らすと1日で26gのCO2削減

１gのCO2=500㎖ペットボトル１本分

QR

今年の夏は、家の冷房や電気の消費電力をおさえ、
涼しい場所に出かけて楽しく快適に過ごしましょう！！

夏の暑い日は、家の電気使用量の半分以上をエアコンが占めています。家庭では、複数のエアコン使用をやめなる
べく1部屋に集まる工夫をしたり、公園や図書館などの公共施設を利用することで涼をシェアする、など家庭での
消費電力を抑えることがクールシェアです。
現在、世界でも日本でも2050年までの脱炭素社会の実現に向けた取組みが進んでいます。私たち自身のくらしの
中での取組みも、CO2排出の削減につながります。

詳しくはエコチャレふくいのホームページをご覧ください。

9月30日までの獲得ポイントから3ポイント1口として抽選で景品をプレゼント

今夏のクールシェアは、体調管理を第一に、3密を避けながら公共施設や屋外施設、観光地などに設置してあるQR
コードを読み込んでポイントを集めよう！！たくさんの二酸化炭素排出量を抑えられる場所ではポイント2倍贈呈！
期間中に開催される福井テレビイベントではシークレットスポット設置！！

　また、平成 30年度からは、市町や環境ふくい推進協議会と連携して

開催する ｢ふくいエコ生活推進会議 ｣で、県下一斉の統一行動日 ( エコ

チャレの日 )を中心に省エネ運動を展開しています。

施設名称 施設所在地

美浜町生涯学習センターなびあす 郷市29-3

美浜町立図書館 郷市29-3

美浜町歴史文化館 河原市8-8

若狭国吉城歴史資料館 佐柿25-2

美浜町エネルギー環境教育体験館 丹生62-1

▶美浜町内のクールシェアスポット

↑指定棚田地域に指定された菅浜の棚田 (下部から )


